
I N F O R M A T I O N・ 伝言板

助成金情報

募　集

●問　●申　公益財団法人住友生命健康財団事務局
TEL 03-5925-8660

U R L　http://www.skzaidan.or.jp/

公益財団法人損保ジャパン日本興亜
福祉財団
住民参加型福祉活動資金助成
地域における高齢者・障害者・子ども等に関す
る複合的な生活課題に、地域住民が主体となっ
て、包括的な支援を行う活動に助成します。
対　象　5人以上で活動する非営利団体　　

※法人格の有無は不問、ただし社会
福祉法人は除く

助成額　1団体上限30万円（総額600万円）
締切り　平成29年10月20日（金）消印有効
●問　●申　公益財団法人損保ジャパン日本興亜

福祉財団
　　　　TEL 03-3349-9570
U R L　http://www.sjnkwf.org/

公益財団法人コープともしびボラン
ティア振興財団
2018年度ボランティア活動助成
お互いに支え合い、優しさと思いやりに満ちた
地域社会の形成を目指すボランティア活動に
助成します。
対　象　兵庫県内で継続的に活動（2017年

度内に10回以上）する福祉・環境など
のボランティアグループ（または個人）
※法人格を持つ団体は対象外。助成
金説明会参加必須

助成額　1件上限個人3万円、団体30万円
締切り　説明会参加申し込み
　　　　平成29年10月27日（金）必着
●問　●申　公益財団法人コープともしびボラン
　　　　ティア振興財団　　　　　　　　

TEL 078-412-3930
U R L　http://www.tomoshibi-found.or.jp/

第15回読売福祉文化賞
21世紀にふさわしい福祉活動に取り組んでい
る団体などを表彰します。
　賞　　一般部門3件、高齢者福祉部門3件

（活動支援金各100万円）
締切り　平成29年9月30日（土）消印有効
●問　●申　社会福祉法人読売光と愛の事業団
　　　　事務局
　　　　TEL 03-3217-3473
U R L　https://www.yomiuri-hikari.or.jp/

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細
は、それぞれの問い合わせ先にご確認ください。

公益財団法人パナソニック教育財団
2017年度子どもたちの“こころを育む活動
家庭・学校・地域・企業などが連携し、それぞれ
の立場で子どもたちの心を育むために献身・努
力している活動を募集します。
対　象　「進め方の工夫」や「連携の工夫」、

「継続の工夫」の3つの工夫がある、
子どもたちの“こころを育む活動”で
あること、全国大賞を受賞した際に、
翌年度に活動地域でシンポジウムを
主催できること

助成額　全国大賞（1件）：表彰状・楯・賞金
100万円、優秀賞（若干数）：表彰状・
楯・賞金30万円

締切り　平成29年9月29日（金）
●問　●申　公益財団法人パナソニック教育財団内
　　　　こころを育む総合フォーラム事務局
　　　　TEL 03-5521-6100
U R L　http://www.kokoro-forum.jp/

一般社団法人生命保険協会
元気シニア応援団体に対する助成活動
高齢者が健やかで心豊かに生活できる地域社
会の環境整備のために、助成します。
対　象　高齢者を対象にした健康管理・増

進、自立支援、生きがいづくり等の活
動を行っている民間非営利の団体、
ボランティアグループ、特定非営利活
動法人等

助成額　1団体上限12万円（総額最大500万円）
締切り　平成29年9月30日（土）消印有効
●問　●申　一般社団法人生命保険協会
　　　　TEL 03-3286-2643
U R L　http://www.seiho.or.jp/

公益財団法人住友生命健康財団
スミセイ コミュニティスポーツ推進助
成プログラム（第Ⅱ期）
心身の障害や長期療養などにより社会参加に
困難を抱える人々を中心としたコミュニティス
ポーツの実践に取り組む団体に助成します。
対　象　国内を活動拠点とする民間の非営

利団体（法人格の有無は不問）で、2
年以上の団体運営と活動実績があ
ること

助成額　【第1種助成】1件上限50万円（14件
程度）、【第2種助成】1件上限200万円
（4件程度）　※総額1,400万円を予定

申込期間　平成29年10月2日（月）～10月16日（月）

1日

6日

7日

8日

12日

19日

27日

28日

30日

3日

8日

10日

11日

11日～

13日

10月

福祉のしごと職場見学バスツ
アー（神戸コース）　　　　　　
◆グリーンホーム緑友・二郎苑
生活保護査察指導員研修　　
◆県社会福祉研修所
人事労務管理研修　　　　　
◆県立のじぎく会館
老人福祉施設リーダーゼミナー
ル（全４日）　　　　　　　　　
◆県社会福祉研修所
コミュニティワーク専門ゼミナー
ル（全４日）　　　　　　　　　
◆県社会福祉研修所
福祉のしごと職場見学バスツ
アー（丹波コース）　　　　　　
◆丹寿荘・咲楽荘
経営協第２４５回理事会　　　
◆県福祉センター
新任職員ステップアップ研修Ａ
コース　　　　　　　　　　　
◆県社会福祉研修所
ＯＪＴリーダー養成研修 実践編
（全２日）　　　　　　　　　　
◆県社会福祉研修所
管理職研修（全３日）　　　　　
◆県社会福祉研修所
チームアプローチ実践研修　　
◆県社会福祉研修所
福祉の就職説明会（尼崎会場）
◆尼崎市中小企業センター
新任職員ステップアップ研修Ｂ
コース　　　　　　　　　　　
◆県社会福祉研修所
第２０回介護支援専門員実務研
修受講試験　　　　　　　　
◆神戸大学ほか
ストレスマネジメント研修　　　
◆県社会福祉研修所
看護職員研修　　　　　　　
◆県社会福祉研修所
介護支援専門員専門研修課程
Ⅱ・更新研修Ａ（後期）　　　　
◆県社会福祉研修所ほか
福祉のしごと職場見学バスツ
アー（中播磨コース）　　　　　
◆サンビレッジ夢前・星陽

行事予定
9月

佐用町
乙大木谷の棚田
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わがまちの地域福祉を支える
共同募金運動

特集
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平成30年度の社会福祉政策への提言
～社会福祉政策委員会の取り組み～

特集2

9月15日～21日は
「老人週間」だよ！
9月15日～21日は
「老人週間」だよ！

P9

P10

P12

P8 私の物語

「ありがとう」の言葉が何よりも原動力
松尾 幸惠さん（川西市）
福祉トピックス
地域域福祉ホットニュース
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示
す「
社
会
的
孤
立
を
な
く
そ
う
」を
共

通
助
成
テ
ー
マ
と
し
て
、全
国
的
に
募

金
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
10
月
1

日
か
ら
始
ま
る
。

　
「
助
け
合
い　
広
が
る　
つ
な
が
る

赤
い
羽
根
」の
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

5
億
3
3
3
1
万
9
千
円
の
目
標
を
掲

げ
、来
年
3
月
末
ま
で
の
期
間
、県
内
各

地
で
募
金
運
動
を
実
施
す
る
。

　
共
同
募
金
は
地
域
福
祉
の
推
進
に
関

す
る
事
業
を
支
援
す
る
た
め
に
実
施
さ

れ
、募
金
が
始
ま
っ
た
昭
和
22
年
か
ら

平
成
28
年
ま
で
県
内
で
約
2
6
3
億
円

を
超
え
る
募
金
が
集
め
ら
れ
た
。

　
共
同
募
金
は
、県
内
の
地
域
福
祉
の

発
展
の
た
め
の
貴
重
な
民
間
財
源
と
し

て
、在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
福

祉
学
習
の
推
進
、地
域
の
課
題
解
決
に

取
り
組
む
民
間
団
体
を
支
援
す
る
な
ど

「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
」と

し
て
、地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動

を
支
援
し
て
い
る
。近
年
で
は
、人
と
人

と
が
つ
な
が
り
、地
域
の
方
々
の
交
流

の
場
と
し
て
広
が
る「
居
場
所
づ
く
り
」

や「
子
ど
も
食
堂
」な
ど
に
対
す
る
支
援

も
行
っ
て
お
り
、中
央
共
同
募
金
会
が

　戦後の社会福祉の復興から始まった共同募金運動は、今年
で71年目を迎える。
　これまで、多くの募金ボランティア（民生委員・児童委員や自
治会、婦人会、ボランティア、学校、企業、各種団体等）の参加と
協力を得て、募金運動を実施している。
　今回の特集では、10月1日から始まる「赤い羽根共同募金運
動」を目前に控え、共同募金運動のこれからの展開について事
例と共に紹介する。

わがまちの
地域福祉を支える
共同募金運動

70
周
年
を
迎
え
た

共
同
募
金

災
害
支
援
と
共
同
募
金

　
共
同
募
金
に
は
、阪
神・淡
路
大
震
災

を
き
っ
か
け
と
し
て
、大
規
模
災
害
に

備
え
て
、毎
年
、集
め
ら
れ
た
募
金
の
一

部
を
積
み
立
て
る「
災
害
等
準
備
金
」の

制
度
が
あ
る
。

　
県
内
で
は
、平
成
21
年
の
台
風
第
9

号
に
よ
る
災
害（
朝
来
市・宍
粟
市・佐

用
町
）、平
成
26
年
の
丹
波
市
豪
雨
災
害

（
丹
波
市
）の
際
に
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
と
し
て
災
害
等
準

備
金
を
拠
出
。災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
を
資
金
面
か
ら
支
え
た
。

　
ま
た
、「
災
害
等
準
備
金
」は
、単
独
の

都
道
府
県
で
準
備
金
が
不
足
し
た
場
合

で
も
、全
国
で
準
備
金
を
持
ち
寄
り
、助

け
合
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。平

成
28
年
熊
本
地
震
で
は
、本
県
か
ら
も

準
備
金
を
拠
出
し
、被
災
地
の
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
支
え
た
。

　
そ
の
他
、県
内
で
風
水
害
や
火
災
に

よ
り
被
災
し
た
方
々
へ
は「
災
害
見
舞

金
」の
交
付
も
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
他
、災
害
支
援
と
し
て
被

災
者
へ
直
接
届
け
る「
義
援
金
」や
被
災

地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
え
る

「
支
援
金
」な
ど
の
受
け
付
け
も
行
っ
て

い
る
。被
災
地
で
活
動
す
る
だ
け
で
な

く
、赤
い
羽
根
を
通
じ
て
募
金
に
協
力

す
る
こ
と
も
大
切
な
支
援
の
一
つ
と
し

て
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
兵
庫
県
共
同
募
金
会（
以
下
、「
県
共

募
」）で
は
、昨
年
度
、共
同
募
金
運
動
70

年
の
節
目
に
当
た
り「
ひ
ょ
う
ご
共
同

募
金
運
動
推
進
２
０
２
０
年
計
画
」を

策
定
。県
共
募
と
市
区
町
共
同
募
金
委

員
会
の
協
働
推
進
計
画
と
し
て
、共
同

募
金
運
動
の
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
る
。

　
計
画
で
は
、運
動
そ
の
も
の
の
強
化

を
目
標
と
し
て
掲
げ
た
、４
つ
の
協
働

推
進
目
標「
配
分
」・「
広
報
」・「
募
金
」・

「
組
織
」に
つ
い
て
、中
長
期
的
な
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
も
方
針
提

起
を
行
っ
た
。ま
た
、社
協
と
の
連
携
に

つ
い
て
は
、「
地
域
福
祉
推
進
計
画
」の

推
進
方
策
と
一
体
的
に
考
え
る
こ
と

も
提
起
し
て
い
る
。

　
本
年
度
は
、計
画
の
普
及
・
推
進
に

向
け
た「
赤
い
羽
根
ひ
ょ
う
ご
フ
ォ
ー

ラ
ム
」を
９
月
に
開
催
す
る
。ま
た
、今

後
は
、市
区
町
共
同
募
金
委
員
会
と
共

に
、各
地
域
の
状
況
を
分
析
し
、実
情

に
応
じ
た
重
点
目
標
を
設
定
し
た
上

で
、募
金
運
動
の
強
化
を
着
実
に
推
進

し
て
い
く
。

　
次
ペ
ー
ジ
で
は
計
画
の
下
、共
同
募

金
に
関
わ
る
多
く
の
参
加
者
に
よ
り
、

新
た
に
取
り
組
ま
れ
た
県
内
で
の
先
進

的
な
事
例
を
紹
介
す
る
。

第1回共同募金運動ポスター

被災地支援の実施状況
　台風第９号による被災地支援（平成21年度）
準備金拠出　3,321,600円
 （朝来市社協・宍粟市社協・佐用町社協）
義援金募集　平成21年8月17日～平成21年9月30日
 総額236,248,981円
　東日本大震災による被災地支援（平成22年度～現在）
準備金拠出　22,274,328円
 （中央共同募金会を通じて配分）
義援金募集　平成23年3月14日～平成26年3月31日
 総額4,409,679,686円
支援金募集　平成23年3月15日～現在も募集中　
 総額414,9930,000円助成
 /9,586件（平成28年1月現在）
　丹波市豪雨災害による被災地支援（平成26年度）
準備金拠出　1,800,000円（丹波市社協）
義援金募集　平成26年8月25日～平成26年10月31日
 総額225,024,561円
　平成28年熊本地震による被災地支援（平成28年度～現在）
準備金拠出　10,540,000円
 （中央共同募金会を通じて配分）
義援金募集　平成28年4月15日～現在も募集中
支援金募集　平成28年4月19日～現在も募集中

共同募金の沿革
昭和22(1947)年 第1回共同募金運動が全国的に実施
昭和23(1948)年 シンボル赤い羽根が採用
昭和34(1959)年 共同募金運動が10月の1カ月間から12月までの3カ月間に延長

「歳末たすけあい募金」も「共同募金」として実施する運動となる
平成12(2000)年 社会福祉法が施行され、共同募金の目的が新たに「地域福祉の

推進」と位置付けられる
平成23(2011)年 東日本大震災の支援金「災害ボランティア・NPO活動サポート

募金」創設
平成28(2016)年 共同募金運動が3月までの6カ月間に延長

わ
が
ま
ち
の

共
同
募
金
運
動
を
！

平成28年熊本地震での災害支援の様子

今
の
福
祉
課
題
に
対
応
し
た
配
分
に

な
る
よ
う
点
検
や
見
直
し
を
進
め
る

み
ん
な
が
福
祉
の
課
題
を
知
り

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た

募
金
活
動
で
共
感
を
得
る

共
同
募
金
運
動
へ
の
協
力
の
輪
を

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
に
広
げ
る

配分広報募金組織

第71回共同募金運動ポスター

2017 September3 2017 September 2
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わがまちの地域福祉を  支える共同募金運動

県内第1号のあかはねちゃんサポーター2017

福祉と支え合いの心
が「
広
が
る
」

配
分
を
通じ
た「
助け

合い
」の仕

組みづ
くり

人と人
とが
「つ

な
が
る
」募
金

み
ん
な
が
応
援
す

る「赤い羽根」

　多可町共同募金委員会では、いち早く、今年7月に開催
された「第１２回社協まつり」において、ボランティアスタッ
フとして参加した地元の中高生たちに「あかはねちゃんサ
ポーター2017」の県内第1号として活動いただいた。
　当日は、お天気キャスターの正木明さんによる自然災
害についての講演を聴き、備え方や身の守り方等を教
わった。その後に、九州の大雨災害義援金の募金活動を
行い、共同募金が自然災害にも役立てられることをあか
はねちゃんと一緒にみんなで周知することができた。サ
ポーターの中には「共同募金はお年寄りのためだけに使

われている」と思っていた学生もおり、新しい発見
とともに使いみちに対しての理解を深める
良い機会となった。
　このように、共同募金の広報活動
は、ボランティアとして参加する
人たちにとって、福祉について
学習する場となる。共同募金
のキャッチコピーである「じぶ
んの町を良くするしくみ」につ

共同募金の「広報」を通じた福祉学習～多可町の活動～
いて、これからの地域を担う子どもたちに理解できる機
会を増やすことで、共同募金の広報を通じた福祉学習の
取り組みを推進している。

　相生市共同募金委員会で
は、小学生を対象とした「子ども
たちの募金箱コンクール」を開催し

ている。この事業は、共同募金運動に
関心を持ち、理解を深めてもらうととも

に、児童の創造力と福祉の心を育てることを
目的に実施して今年で6年目を迎える。
　昨年度は247点の応募があり、入賞作品10点につい

子どもの想いが人や企業をつなぐ「募金」～相生市の活動～
ては、共同募金運動実施期間中、市内の企業や商店に設
置される。子どもたちが「募金がたくさん集まるように」
と創意工夫を凝らした募金箱が、地元で大活躍してい
る。また、入賞者の表彰式では、JAあいおいから新米5キ
ロを副賞として進呈いただいている。募金箱コンクール
を通じて、共同募金運動への地元の子どもたちの参加と
企業や商店等の協力により、人や企業がつながる募金を
展開している。

子どもたちの思いが詰まった作品を丁寧に審査 募金箱コンクールの表彰式

あかはねちゃんサポーターについて
県内における共同募金PR活動の一環として、県共募マスコットあかは
ねちゃんと一緒に共同募金運動を盛り上げてくれる「あかはねちゃんサ
ポーター」募集の取り組みを昨年度から始めている。

配分

募金

広報

組織

　三木市共同募金委員会では、住民同士の支え合いの
体制を作るため、社協が進める「支えあい協働会議」に
配分している。同会議は、まちづくり協議会が自治会、民
生委員・児童委員、民生・児童協力委員などの多様な主
体に呼び掛けて地域住民の暮らしや生活課題等につい
て話し合う会議や、ふれあいサロンの活動者らが要援護

地域のニーズに応じた「配分」～三木市の活動～
者について話し合う場など、お互いの「顔」が見える身近
な小地域で開催されている。実際に要援護者と関わる
自治会役員や民生委員・児童委員、ボランティア等が主
な参加者である。
　身近な小地域での会議だからこそ、活動者の生の声を
取り入れたり、日頃の支え合いやネットワークづくりが期
待できるため、社協では、同会議の推進を地域福祉活動
計画に位置付けて重点的に進めている。話し合いでは、
「気になるカード」を試行的に用いて、活動者が日頃気に
かけている要援護者の情報を共有しており、カード作成
にも共同募金が活用されている。会議の参加者か
らは「サロンや募金の必要性を実感した」と
いった声もある。このように同市では地
域の福祉ニーズに応じた配分がさ
れている。

「気になるカード」を使って話し合う参加者ら

　伊丹市共同募金委員会では、市民が共同募金運動に
参加しやすく、募金の使途が明確になるための組織づ
くりに取り組んでいる。まず、平成２２年度に、委員会の
組織の見直しを検討するために「伊丹市共同募金委員
会組織等検討部会」を設置した。それまで、委員会委員
は社協理事が兼務をしていたため、検討部会では、「社
協と委員会との違いがわかりにくい」「様々な団体で委

募金運動の輪を広げる「組織」づくり～伊丹市の活動～
員会を構成し、組織や配分等
の透明化が必要」等、組織の見
直しに向けた活発な意見が出され
た。これらを踏まえて、平成２３年度に
委員会の規程を見直し、従来の地縁団体
に、受配団体や小中学校等の募金協力団体を
加えて、委員会メンバーの改編を行った。
　また、検討部会では、歳末たすけあい募金の配分の
見直しについても検討し、平成２４年度に、地域やボラン
ティア団体が行う年末年始の事業・行事に配分すること
とした。さらに、一般募金の見直しも行い、平成２５年度
から公募配分を実施している。審査員には委員会委員
や募金協力団体、行政等、多様な分野から参画してい
る。受配団体の活動の報告会も実施し、使いみちのPR
にも力を入れている。これらを通じて、幅広い住民が身
近な地域で共同募金が役立っていることを実感し、共
同募金運動への輪を広げることにつながっている。

公募配分の公開プレゼンには多様な審査員や市民が参加
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に
な
っ
て
い
る
。国
で
は
、一
億
総
活
躍

プ
ラ
ン
が
掲
げ
る『
地
域
共
生
社
会
』の

理
念
の
実
現
を
図
る
た
め
、「
我
が
事・

丸
ご
と
」地
域
共
生
社
会
実
現
本
部
を

設
置
し
、支
援
を
要
す
る
人
た
ち
の
多

様
で
複
合
的
な
地
域
生
活
課
題
の
解
決

に
向
け
て
、住
民
参
加
に
よ
る
包
括
的

な
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
た
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の「
我
が
事・丸
ご
と
」の
考
え
方
の

も
と
、介
護
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、障
害

者・児
童・生
活
困
窮
な
ど
、福
祉
の
幅
広

い
分
野
で
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、関

係
機
関
や
団
体
、住
民
等
に
よ
る
連
携
の

仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
り
わ
け
、福
祉
人
材
の
確
保
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
安
定

的・継
続
的
に
提
供
し
て
い
く
た
め
に

は
、職
員
の
資
質
向
上
と
処
遇
改
善
の
ほ

か
、多
様
な
人
材
の
参
入
を
促
進
す
る
た

め
の
対
策
を
さ
ら
に
積
極
的
に
推
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、全
国
各
地
で
多
発
し
て
い
る
豪

雨
災
害
な
ど
に
備
え
る
た
め
に
は
、平
時

か
ら
の
福
祉
避
難
所
の
指
定・訓
練
な
ど

が
重
要
で
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大

規
模
災
害
を
想
定
す
る
と
、広
域
で
の
福

祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
災
害

　
地
域
に
お
け
る
福
祉
ニ
ー
ズ
が
高

度・多
様
化
す
る
中
、実
効
性
の
あ
る
自

治
体
の
施
策
展
開
と
予
算
の
充
実
を
目

指
し
た
政
策
提
言
活
動
は
、ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
県
社
協
で
は
、毎
年
、市
町
社
協・施
設

種
別
協
議
会・当
事
者
団
体
な
ど
の
関
係

団
体
に
対
し
て
、福
祉
現
場
の
課
題
や
制

度
改
善
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
行

い
、意
見
を
取
り
ま
と
め
、次
年
度
の
県

予
算
の
編
成
時
期
に
合
わ
せ
て
提
言
し

て
い
る
。

　
特
に
、市
町
重
視
の
施
策
が
展
開
さ

れ
る
中
、市
町
へ
の
取
り
組
み
支
援
と

現
場
の
実
情
を
踏
ま
え
た
国
へ
の
働
き

か
け
の
強
化
に
つ
い
て
も
強
く
訴
え
て

い
る
。

　
現
在
、福
祉
分
野
で
は
、『
地
域
共
生

社
会
』の
実
現
に
向
け
た
議
論
が
活
発

　県社協は、兵庫県における地域福祉の推進を図ることを目的として、各種事業の企画・実施
や住民参加のための援助、調査・普及・宣伝・連絡・調整及び助成などを行っている。
　構成団体（会員）は、福祉当事者組織、福祉事業者、市民活動者などで、幅広い層の参加を得
て協働しながら事業を推進しており、福祉現場の意見を取りまとめ、民間の立場から政策提言
を行うことは県社協の重要な機能の一つである。
　具体的には、社会福祉政策委員会を設置し、それぞ
れの立場から出された社会福祉政策への意見を検
討・集約し、県等に対して政策提言活動を行っている。
　本特集では、社会福祉政策委員会の取り組みと
平成30年度の社会福祉政策への提言の概要につ
いて報告する。

平成30年度の
社会福祉政策への提言
～社会福祉政策委員会の取り組み～

平成30年度の
社会福祉政策への提言

地
域
福
祉
を
推
進
す
る

た
め
の
政
策
提
言

平
成
30
年
度

兵
庫
県
の
社
会
福
祉
政
策

へ
の
提
言
に
当
た
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
県
で
は
、「
兵
庫
県
地
域
創
生
戦
略
」

の
下
、人
口
減
少
の
克
服
や
地
域
の
元

気
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、活
力
を
も
っ
て
自
立
す
る

地
域
社
会
を
構
築
し
て
い
く
上
で
は
、

そ
の
基
盤
と
な
る
地
域
福
祉
の
推
進
体

制
の
充
実・強
化
が
不
可
欠
だ
。

　
改
正
社
会
福
祉
法
の
施
行
に
伴
い
、

社
会
福
祉
法
人
を
取
り
巻
く
状
況
は
大

き
く
変
化
し
、地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
、地
域
の
生
活・福
祉
課
題
へ
の
積
極

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
課
題
解
決
に
向
け

た
具
体
的
な
対
応
を
強
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
県
社
協
で
は
、新
規
事
業
と
し
て
、

「
社
会
福
祉
情
勢
セ
ミ
ナ
ー
」を
7
月
25

日
に
開
催
し
、政
策
委
員
や
県
社
協
役

職
員
等
59
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
講
師
に
は
、全
国
社
会
福
祉
協
議
会

の
渋
谷
篤
男
常
務
理
事
を
招
き
、「
社
会

福
祉
の
政
策
動
向
と
こ
れ
か
ら
の
政
策

提
案
」を
テ
ー
マ
に
、社
会
福
祉
法
人
制

度
改
革
の
意
義
や「
我
が
事・丸
ご
と 

地

域
共
生
社
会
」の
方
向
性
に
つ
い
て
役

職
員
等
で
共
有
し
た
。

　
社
会
福
祉
に
関
す
る
提
言
活
動
は
、

既
存
の
福
祉
施
策・事
業
を
理
解
し
、今

後
の
社
会
福
祉
に
関
す
る
情
勢
や
施
策

動
向
を
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、引

き
続
き
、セ
ミ
ナ
ー
等
の
学
習
の
場
を

設
定
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　　
本
年
度
の
提
言
書
の
取
り
ま
と
め
で

は
、①『
こ
れ
だ
け
は
何
と
か
し
て
ほ
し

い
』と
い
う
重
点
項
目
を
設
定
す
る
、②

バ
ッ
ク
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
提
言
内
容

の
充
実
な
ど
、実
現
可
能
性
を
高
め
る

よ
う
に
工
夫
す
る
、の
2
点
に
意
を
用

い
た
。

　
そ
の
結
果
、21
団
体
70
項
目（
昨
年
度
は
、

19
団
体
1
1
8
項
目
／
約
4
割
減
）で
、提

言
内
容
の
焦
点
化・重
点
化
に
取
り
組
ん
だ
。

平
成
30
年
度
　
兵
庫
県
の

社
会
福
祉
政
策
へ
の
提
言

新
た
に「
社
会
福
祉
情
勢

セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

8月10日、県知事へ提言。8月中旬以降、県議会等へも精力的に提言活動を実施

社協や社会福祉法人のこれからの役割について熱心に耳を傾ける参加者

平成30年度　兵庫県の社会福祉政策への
提言＜重点提言＞抜粋
１　福祉人材確保
（１）福祉人材確保のための全県的な対策協議と広報・
　  啓発
（２）福祉人材の確保に向けた新たな方策検討と介護
　  労働の負担軽減
２　災害時の福祉避難所
（１）すべての社会福祉施設が福祉避難所となれるよ
　  うな施策推進
（２）各市町での福祉避難所に関する協定締結と合同
　  訓練・広報
３　「地域共生社会」の実現に向けた施策
（１）地域活動の担い手、地域ボランティアの育成・支
　  援策の充実
（２）住民に身近な圏域での協議体づくりの促進
４　生活課題の解決に向けた相談支援
（１）「権利擁護支援センター」の県全域での設置
（２）生活困窮者支援に向けた相談支援体制の強化
５　社会福祉法人の地域公益活動
（１）市町域の「地域における公益的な取組」の実態把
　  握と推進基盤づくりの強化
（２）「地域における公益的な取組」の推進のための仕
　  組みづくり
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災害時に要援護者を支える「福祉避難所」
　災害時に福祉施設等で要援護者を受け入れる「福祉
避難所」の重要性が注目されている。熊本地震などで
も、生活支援を行う介護職員の確保が困難であった
り、地域住民に福祉避難所の制度が知られていなかっ
たりと、応急期における福祉避難所の質の確保と地域
への周知が課題として浮き彫りになった。
　兵庫県では、「避難所管理運営指針」（平成25年）を
策定し、日頃から福祉避難所の確保・体制強化に努め
るよう市町に助言している。特に、本年度は熊本地震を
踏まえ、福祉避難所機能強化促進モデル事業を新たに
実施し、福祉避難所の開設・運営訓練を実施する10市
町を支援するとともに、訓練の検証結果を踏まえて、
「福祉避難所設置・運営マニュアル（仮称）」の作成を目
指している。
　また、７月７日に、県主催による初の「福祉避難所設

置・運営研修」が開催された。県職員から福祉避難所の
概要等の説明に加え、社会福祉法人愛和会（宝塚市）
職員から、宝塚市との福祉避難所の協定締結をきっか
けに策定された福祉避難所マニュアルや訓練等の取り
組み、大分県別府市の職員から、災害時における障害
者の個別支援計画の策定を通じて、地域住民参画によ
る避難訓練の取り組み等が紹介された。参加した市町
職員・社協職員らは、福祉避難所の確保や、訓練等を通
じた福祉避難
所の体制強化
の必要性を再
確認した。今後
は、地域と協働
した展開が期
待される。

篠
山
市
社
協

タイムリーな
情報をお届け 福祉トピックス

「シニアつながりプラザ」がオープン！

　三木市社協は、シニア世代の方々が、ボラン
ティア・市民活動とつながる機会づくりを促進す
るため、今年7月に「シニアつながりプラザ」を
オープンした。毎月７日に、三木市立市民活動セ
ンターで開催する。
　「退職したけど、これから何をしようかな」、
「地域のために何かしたいけど、何から始めたら
いいのか分からない」といったシニア世代に呼
びかけ、シニアの地域デビューを応援する。
　コーヒーを飲みながらさまざまな活動情報に
触れられる場と
なっており、ボ
ランティア・市
民活動に一緒
に取り組む仲
間を広げていこ
うと取り組んで
いる。

三木市

地域福祉ホットニュース 県内の新しい取り組みや
イチオシ情報を紹介します。

「ほっとかへんネットさんだ」が設立！

　7月14日、三田市内15の社会福祉法人の参画
の下、三田市社会福祉法人連絡協議会（ほっと
かへんネットさんだ）の設立総会が開催された。
　会長に選任された岡本征氏（光耀会・理事
長）は、「個々の社会福祉法人は地域福祉の充
実に貢献しているが、このたびのネットワーク
構築を機に、法人同士の連携を基盤とした地
域公益活動に取り組みたい」と抱負を語った。
　今後は、総合的な相談活動、災害時の要援
護者支援等、役員会で協議・意見交換を図り
ながら、地域の
生活・福祉課題
へアプローチ
できるよう取り
組みを検討し
ていく。

三田市

P
T
A
役
員
か
ら

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

　
私
が
地
域
活
動
に
携
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、娘
が
通
っ
て
い
た

中
学
校
で
P
T
A
の
役
員
に
な
っ
た
こ

と
で
し
た
。そ
れ
ま
で
は
、私
自
身
が
仕

事
を
し
て
い
た
こ
と
や
子
ど
も
が
ま
だ

小
さ
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、地
域
活
動
に

積
極
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、P
T
A
役
員
と
し
て
あ
い

さ
つ
運
動
や
子
ど
も
の
見
守
り
に
参
加

し
た
こ
と
で
、改
め
て
地
域
活
動
の
大
切

さ
に
気
付
き
ま
し
た
。そ
し
て
、2
年
間

の
任
期
を
経
た
後
、「
今
度
は
民
生
委

員・児
童
委
員（
以
下
、「
民
生
委
員
」）と

し
て
地
域
活
動
を
や
っ
て
み
な
い
か
」と

誘
わ
れ
民
生
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

P
T
A
役
員
の
経
験
が
今
の
民
生
委
員

活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
あ
る
高
齢
の
男
性
か
ら「
遠
方
に
い

る
息
子
夫
婦
に『
一
緒
に
住
も
う
』と
誘

わ
れ
て
悩
ん
で
い
る
」と
相
談
を
受
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。ご
本
人
は
長

く
川
西
市
に
住
ん
で
お
ら
れ
、住
み
慣

れ
た
こ
の
地
域
で
ず
っ
と
暮
ら
し
て
い

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、私
が

ご
本
人
と
息
子
さ
ん
夫
婦
の
間
に
入
っ

て
お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。私
が
お
話
を
伺
っ
た
こ
と
で
、ご
本

人
の
お
気
持
ち
も
整
理
さ
れ
、結
果
的

に
息
子
さ
ん
夫
婦
と
暮
ら
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
川
西
市
を
離
れ
た
後
も
何
度
か
手
紙

の
や
り
と
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
数
年

後
に
亡
く
な
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。後

日
、息
子
さ
ん
夫
婦
か
ら
手
紙
を
い
た
だ

き
、そ
の
中
に
は
ご
本
人
が
書
い
た
私
宛

の
手
紙
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
手
紙

に
は
私
と
息
子
さ
ん
夫
婦
へ
の
た
く
さ
ん

の「
あ
り
が
と
う
」の
言
葉
が
記
さ
れ
て

い
ま
し
た
。人
の
想
い
を
聴
く
と
い
う
こ

と
を
大
切
に
し
て
き
て
本
当
に
良
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
し
、こ
の
言
葉
を
頂
け
た

と
い
う
こ
と
が
民
生
委
員
活
動
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
民
生
委
員
や
そ
の
活
動

に
期
待
す
る
こ
と
と
し
て
、も
っ
と
若
い

世
代
の
方
々
が
積
極
的
に
民
生
委
員
に

な
っ
て
く
れ
る
と
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
。

幅
広
い
世
代
の
人
た
ち
が
仲
間
と
な
っ

て
地
域
活
動
に
関
わ
る
こ
と
で
、さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
や
課
題
を
抱
え
る
人
た
ち
に

も
そ
の
人
に
あ
っ
た
支
援
策
が
見
つ
か

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。私

は
、こ
れ
ま
で
の
民
生
委
員
活
動
の
中
で

定
例
会
で
の
協
議
を
大
切
に
し
て
き
ま

し
た
。定
例
会
は
、仲
間
と
一
緒
に
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
世
帯
へ
の
支
援

に
つ
い
て
検
討
し
た
り
、意
見
交
換
を
行

う
こ
と
で
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
考
え
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

う
い
っ
た
話
し
合
い
の
場
を
活
用
し
な

が
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
た
ち
と

地
域
で
仲
良
く
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

このコーナーでは、地域福祉のキーパーソンや
実践者・当事者らのエピソード・想いを
紹介していきます。

松尾 幸惠さん （川西市）
まつお 　　　     さちえ

「ありがとう」の言葉が
何よりも原動力

私の
物語 my sto

ry

本
人
の
想
い
を
大
切
に
し
て

関
わ
り
続
け
る

支
え
合
い
社
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

人
の
話
を
き
く

人
の
話
を
き
く

私
の
モ
ッ
ト
ー 

市民児協の定例会で、支援状況について報告している様子

実際の支援から福祉避難所の在り方を考える

Personal History

平成2年　  民生委員・児童委員になる
平成25年　川西市民生委員児童委員協議会連合会会長に就任
　　　　 　兵庫県民生委員児童委員連合会副会長に就任
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昨
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
か

ら
約
１
年
半
。県
社
協
で
は
、2
0
2
0

年
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ

き
災
害
時
の
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る

た
め
、被
災
者
支
援
に
当
た
っ
た
熊
本
県

内
の
社
協
職
員
等
を
実
践
報
告
者
と
し

て
招
へ
い
し
、災
害
を
振
り
返
る
と
と
も

に
今
後
の
取
り
組
み
へ
つ
な
ぐ
た
め
の

会
議
と
研
修
を
開
催
し
た
。

　
７
月
４
日
、県
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
た「
第
１
回
社
協
ワ
ー
カ
ー
実
践
研

究
会
議
」に
は
、県
内
市
町
社
協
職
員
３５

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。会
議
で
は
、西
原

村
社
協
職
員
の
中
村
洋
行
氏
と
、災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
携

わ
っ
た
熊
本
学
園
大
学
講
師
の
藤
本
延

啓
氏
か
ら
、発
災
か
ら
セ
ン
タ
ー
の
立

ち
上
げ
、地
域
の
支
え
合
い
な
ど
福
祉

的
な
支
援
へ
の
移
行
ま
で
の一連
の
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
て
、社

協
が
行
う
福
祉
支
援
の
全
体
像
を
理
解

し
、協
議
す
る
場
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、７
月
２４
日
に
は
、ク
リ
ス
タ
ル

ホ
ー
ル
で「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修 

運
営
者【
基
礎
】研

熊
本
地
震
の
被
災
地
か
ら

学
ぶ
災
害
時
の
取
り
組
み

宝
塚
で
避
難
者
が
交
流

福
島
県
説
明
会
も
同
時
開
催

修
」を
開
催
し
、県
内
市
区
町
社
協
の
職
員

や
中
間
支
援
団
体
な
ど
６２
名
の
参
加
が
あ
っ

た
。研
修
で
は
、に
い
が
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
李
仁
鉄
理
事
長
か
ら
、

社
協
が
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役

割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、益
城
町
社
協
の

緒
方
誠
事
務
局
次
長
の
実
践
報
告
か
ら
、熊

本
地
震
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

運
営
に
お
け
る
課
題
と
教
訓
を
学
ん
だ
。

　
両
日
と
も
、兵
庫
県
災
害
救
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
支
援
関
係
団
体
連
絡
会
議

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
被
災
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
恊
働

セ
ン
タ
ー
の
頼
政
良
太
代
表
の
進
行
に

よ
り
、災
害
時
に
想
定
さ
れ
る
事
例
を
検

討
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、参

加
者
が
各
地
域
の
災
害
に
備
え
た
今
後

の
取
り
組
み
を
考
え
る
場
と
な
っ
た
。

　
７
月
２３
日
、県
社
協
も
参
画
す
る
東

日
本
大
震
災
の
避
難
者
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク・避
難
サ
ポ
ー
ト
ひ
ょ
う
ご
が
、

避
難
者
交
流
会
を
宝
塚
市
内
で
開
催
し

た
。一昨
年
か
ら
続
け
る
避
難
者
と
支
援

者
の
交
流
会
は
、今
回
が
３
回
目
。福
島

県
な
ど
県
外
か
ら
の
避
難
者
を
中
心
に

７０
名
近
く
が
参
加
し
た
。

　
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
交
流
会
は
ス

タ
ー
ト
。弁
護
士
に
よ
る
個
別
相
談
を

は
じ
め
、マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
大
人
た
ち
が

一息
つ
け
る
ブ
ー
ス
、工
作
や
将
棋
な
ど

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
ブ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、参
加
者
が
行
き
来
し
賑
わ
っ

た
。震
災
か
ら
6
年
が
経
過
し
、避
難
生

活
の
状
況
や
、そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
環

境
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
見
ら
れ
る

中
で
、こ
れ
か
ら
の
生
活
、子
ど
も
の
事

な
ど
に
つ
い
て
同
じ
よ
う
な
状
況
、ま

た
は
違
い
な
ど
を
語
り
合
う
輪
が
い
く

つ
も
で
き
た
。初
め
て
参
加
し
た
方
か

ら
も「
避
難
者
同
士
で
想
い
を
出
せ
て

ほ
っ
と
し
た
。こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ
し

い
」と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
隣
の
会
場
で
は
、関
西
広
域
避
難
者

支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
福
島
県
説
明

会・個
別
相
談
」も
実
施
。福
島
県
か
ら

の
避
難
者
は
、震
災
か
ら
６
年
を
経
た

今
の
住
ま
い
や
暮
ら
し
の
状
況
に
つ
い

て
、福
島
県
職
員
と
意
見
を
交
わ
し
た
。

お
も
ち
ゃ
王
国
に
7
7
0
名
招
待

　

3
月
11
日
、東
条
湖
お
も
ち
ゃ
王
国

で
は
、第
16
回「
お
も
ち
ゃ
王
国
の
休

日
」を
開
催
。県
内
の
児
童
養
護
施
設
入

所
児
童
や
、東
日
本
大
震
災
に
よ
る
兵

庫
県
へ
の
避
難
児
童
ら
約
7
7
0
名
が

招
待
さ
れ
た
。こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ

ン
ト
は
、子
ど
も
た
ち
が
遊
び
や
触
れ

合
い
を
通
じ
て
、豊
か
な
人
間
関
係
を

結
ぶ
機
会
に
な
る
こ
と
を
願
い
、同
王

国
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
実

施
し
て
い
る
。

　

開
会
式
で
は
、6
年
前
の
東
日
本
大

震
災
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
黙
と

う
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
後
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
や
昼
食
の
振
る
舞
い
も
あ
り
、子
ど

も
た
ち
は
お
も
ち
ゃ
や
乗
り
物
で
楽
し

い一日
を
過
ご
し
た
。

1
月
7
日
、「
平
成
2
9
年
新
年
福
祉
の

つ
ど

　
７
月
１８
日
、県
社
協
は
兵
庫
県
民
会
館

で「
福
祉
人
材
の
確
保・育
成
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
、施
設
長
等
の
管
理
職
81
名
が

参
加
し
た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
魅
力
あ
る
職
場

づ
く
り
と
人
材
づ
く
り
」と
題
し
、エ
イ

デ
ル
研
究
所
の
小
林
雄
二
郎
氏
が
基
調

講
演
を
行
っ
た
。講
演
で
は
、求
め
る
人
材

を
明
確
に
し
た
上
で
、求
職
者
の
志
向
に

合
わ
せ
た
採
用・育
成
戦
略
を
立
て
る
こ

と
の
重
要
性
が
話
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
討
議
で
は
、施
設
、

養
成
校
、経
営
者
協
議
会
の
立
場
か
ら
、

確
保・育
成
の
着
眼
点
と
対
応
策
を
論
議

し
た
。特
に
、就
労
後
５
年
未
満
の
職
員

定
着
に
向
け
た
積
極
的
な
関
わ
り
と
育

成
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、外
国
人
を
含
め

た
多
様
な
人
材
の
受
け
入
れ
が
都
市
部

で
不
可
欠
と
な
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
た
。

魅
力
あ
る
福
祉
の
職
場

と
人
づ
く
り
に
向
け
て

改
正
社
会
福
祉
法
に

基
づ
い
た
改
革
を
！

　
今
後
、県
社
協
で
は
秋
に
採
用
担
当
者

向
け
の「
人
材
確
保・定
着
力
向
上
研
修
」

を
実
施
す
る
。ま
た
、職
場
研
修
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
事
業
を
通
じ
て
、職
場
内
研
修
を

支
援
す
る
。

　
7
月
20
日
、県
経
営
協
は
神
戸
メ
リ

ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に

て「
改
正
社
会
福
祉
法
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
、社
会
福
祉
法
人

理
事
長
ら
2
0
0
人
が
参
加
。社
会
福

祉
法
人
の
公
益
性
や
透
明
性
を
確
保

し
、着
実
に
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
と

学
び
を
深
め
た
。

　
兵
庫
県
の
上
西
法
人
指
導
室
長
か
ら
、

社
会
福
祉
法
人
指
導
指
針
等
の
改
正
社

会
福
祉
法
に
関
す
る
対
応
状
況
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
後
、全
国
経
営
協
地
域

共
生
社
会
推
進
委
員
会
委
員
の
久
木
元

司
氏
に
よ
る「
要
チ
ェ
ッ
ク
！
改
正
社
会

福
祉
法
施
行
後
の
法
人
経
営
」と
題
す

る
講
義
が
あ
っ
た
。

　
改
め
て
今
回
の
制
度
改
革
の
背
景
や

全
体
像
を
確
認
し
た
後
、経
営
基
盤
の

強
化
や
透
明
性
の
確
保
、地
域
公
益
活

動
の
積
極
的
な
展
開
、自
法
人
の
Ｐ
Ｒ

と
い
っ
た
今
後
の
法
人
経
営
の
目
指
す

べ
き
姿
に
つ
い
て
話
が
あ
っ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
は
、「『
知
ら
な
い
』

で
は
済
ま
さ
れ
な
い
！
指
導
監
査
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
徹
底
解
説
」と
題
し
て
、全

国
経
営
協
事
務
局
の
岡
崎
貴
志
氏
か
ら

の
講
義
が
行
わ
れ
た
。指
導
監
査
の
見

直
し
の
全
体
像
を
踏
ま
え
、ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
項
目
別
に
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し

た
。全
国
経
営
協
で
は
、「
ロ
ー
カ
ル

ル
ー
ル
を
作
ら
な
い
」と
い
う
制
度
改

革
の
趣
旨
に
基
づ
き
、定
期
的
に
指
導

監
査
の
実
施
状
況
を
確
認
し
、厚
生
労

働
省
に
対
し
検
証
を
求
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

7
月
28
日
、大
同
生
命
保
険
株
式
会

社（
以
下
、「
大
同
生
命
」）お
よ
び
A
I
U

損
害
保
険
株
式
会
社（
以
下
、「
A
I
U
」）

か
ら
、「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進
の
た
め
、現
金
約

1
0
4
万
円
の
寄
付
を
頂
い
た
。

　
当
日
は
、大
同
生
命
執
行
役
員
兼
近
畿

地
区
営
業
本
部
長
の
小
林
康
弘
氏
お
よ

び
A
I
U
執
行
役
員
兼
関
西
地
域
事
業

本
部
長
の
説
田
正
親
氏
よ
り
目
録
が
贈

呈
さ
れ
、代
表
幹
事
の
吉
本
知
之
県
社
協

会
長
よ
り
感
謝
状
と
楯
を
贈
呈
し
た
。

　

今
回
の
寄
付
は
、両
社
が
取
り
組
む

「
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
よ

る
社
会
貢
献
活
動
の一環
で
、今
年
で
4

回
目
と
な
る
。

寄
付・寄
贈
の
お
礼

※人材確保・定着力向上
研修の詳細は福祉人材セ
ンター、職場研修アドバイ
ザー事業の詳細は研修所
へお問い合わせください。

兵庫県福祉人材センター
☎０７８-２７１-３８８１
兵庫県社会福祉研修所
☎０７８-３６７-３００１

「組織の魅力の明確化が大前提」と
語る小林氏

「今後は社会福祉法人による実践を積み
重ねることが大切」と強調する久木元氏

お互いの状況を思いやり、交流を深める避難者ら

災害時の取り組みについて熱心に議論する参加者

福祉の就職説明会 in HYOGO
◇福祉に興味のある方ならどなたでもご参加いただけます

尼崎会場
　平成29年9月30日（土）13時～16時
　尼崎市中小企業センター1階ホール
　（尼崎市昭和通2-6-68）
お問い合わせ
　兵庫県福祉人材センター
　TEL：078-271-3881

ひょうごの福祉

2017 September11 2017 September 10

N OW
ひょうごの福祉

県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。N OW



I N F O R M A T I O N・ 伝言板

助成金情報

募　集

●問　●申　公益財団法人住友生命健康財団事務局
TEL 03-5925-8660

U R L　http://www.skzaidan.or.jp/

公益財団法人損保ジャパン日本興亜
福祉財団
住民参加型福祉活動資金助成
地域における高齢者・障害者・子ども等に関す
る複合的な生活課題に、地域住民が主体となっ
て、包括的な支援を行う活動に助成します。
対　象　5人以上で活動する非営利団体　　

※法人格の有無は不問、ただし社会
福祉法人は除く

助成額　1団体上限30万円（総額600万円）
締切り　平成29年10月20日（金）消印有効
●問　●申　公益財団法人損保ジャパン日本興亜

福祉財団
　　　　TEL 03-3349-9570
U R L　http://www.sjnkwf.org/

公益財団法人コープともしびボラン
ティア振興財団
2018年度ボランティア活動助成
お互いに支え合い、優しさと思いやりに満ちた
地域社会の形成を目指すボランティア活動に
助成します。
対　象　兵庫県内で継続的に活動（2017年

度内に10回以上）する福祉・環境など
のボランティアグループ（または個人）
※法人格を持つ団体は対象外。助成
金説明会参加必須

助成額　1件上限個人3万円、団体30万円
締切り　説明会参加申し込み
　　　　平成29年10月27日（金）必着
●問　●申　公益財団法人コープともしびボラン
　　　　ティア振興財団　　　　　　　　

TEL 078-412-3930
U R L　http://www.tomoshibi-found.or.jp/

第15回読売福祉文化賞
21世紀にふさわしい福祉活動に取り組んでい
る団体などを表彰します。
　賞　　一般部門3件、高齢者福祉部門3件

（活動支援金各100万円）
締切り　平成29年9月30日（土）消印有効
●問　●申　社会福祉法人読売光と愛の事業団
　　　　事務局
　　　　TEL 03-3217-3473
U R L　https://www.yomiuri-hikari.or.jp/

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細
は、それぞれの問い合わせ先にご確認ください。

公益財団法人パナソニック教育財団
2017年度子どもたちの“こころを育む活動
家庭・学校・地域・企業などが連携し、それぞれ
の立場で子どもたちの心を育むために献身・努
力している活動を募集します。
対　象　「進め方の工夫」や「連携の工夫」、

「継続の工夫」の3つの工夫がある、
子どもたちの“こころを育む活動”で
あること、全国大賞を受賞した際に、
翌年度に活動地域でシンポジウムを
主催できること

助成額　全国大賞（1件）：表彰状・楯・賞金
100万円、優秀賞（若干数）：表彰状・
楯・賞金30万円

締切り　平成29年9月29日（金）
●問　●申　公益財団法人パナソニック教育財団内
　　　　こころを育む総合フォーラム事務局
　　　　TEL 03-5521-6100
U R L　http://www.kokoro-forum.jp/

一般社団法人生命保険協会
元気シニア応援団体に対する助成活動
高齢者が健やかで心豊かに生活できる地域社
会の環境整備のために、助成します。
対　象　高齢者を対象にした健康管理・増

進、自立支援、生きがいづくり等の活
動を行っている民間非営利の団体、
ボランティアグループ、特定非営利活
動法人等

助成額　1団体上限12万円（総額最大500万円）
締切り　平成29年9月30日（土）消印有効
●問　●申　一般社団法人生命保険協会
　　　　TEL 03-3286-2643
U R L　http://www.seiho.or.jp/

公益財団法人住友生命健康財団
スミセイ コミュニティスポーツ推進助
成プログラム（第Ⅱ期）
心身の障害や長期療養などにより社会参加に
困難を抱える人々を中心としたコミュニティス
ポーツの実践に取り組む団体に助成します。
対　象　国内を活動拠点とする民間の非営

利団体（法人格の有無は不問）で、2
年以上の団体運営と活動実績があ
ること

助成額　【第1種助成】1件上限50万円（14件
程度）、【第2種助成】1件上限200万円
（4件程度）　※総額1,400万円を予定

申込期間　平成29年10月2日（月）～10月16日（月）

1日

6日

7日

8日

12日

19日

27日

28日

30日

3日

8日

10日

11日

11日～

13日

10月

福祉のしごと職場見学バスツ
アー（神戸コース）　　　　　　
◆グリーンホーム緑友・二郎苑
生活保護査察指導員研修　　
◆県社会福祉研修所
人事労務管理研修　　　　　
◆県立のじぎく会館
老人福祉施設リーダーゼミナー
ル（全４日）　　　　　　　　　
◆県社会福祉研修所
コミュニティワーク専門ゼミナー
ル（全４日）　　　　　　　　　
◆県社会福祉研修所
福祉のしごと職場見学バスツ
アー（丹波コース）　　　　　　
◆丹寿荘・咲楽荘
経営協第２４５回理事会　　　
◆県福祉センター
新任職員ステップアップ研修Ａ
コース　　　　　　　　　　　
◆県社会福祉研修所
ＯＪＴリーダー養成研修 実践編
（全２日）　　　　　　　　　　
◆県社会福祉研修所
管理職研修（全３日）　　　　　
◆県社会福祉研修所
チームアプローチ実践研修　　
◆県社会福祉研修所
福祉の就職説明会（尼崎会場）
◆尼崎市中小企業センター
新任職員ステップアップ研修Ｂ
コース　　　　　　　　　　　
◆県社会福祉研修所
第２０回介護支援専門員実務研
修受講試験　　　　　　　　
◆神戸大学ほか
ストレスマネジメント研修　　　
◆県社会福祉研修所
看護職員研修　　　　　　　
◆県社会福祉研修所
介護支援専門員専門研修課程
Ⅱ・更新研修Ａ（後期）　　　　
◆県社会福祉研修所ほか
福祉のしごと職場見学バスツ
アー（中播磨コース）　　　　　
◆サンビレッジ夢前・星陽

行事予定
9月

佐用町
乙大木谷の棚田

P2

わがまちの地域福祉を支える
共同募金運動

特集

P6

平成30年度の社会福祉政策への提言
～社会福祉政策委員会の取り組み～

特集2

9月15日～21日は
「老人週間」だよ！
9月15日～21日は
「老人週間」だよ！

P9

P10

P12

P8 私の物語

「ありがとう」の言葉が何よりも原動力
松尾 幸惠さん（川西市）
福祉トピックス
地域域福祉ホットニュース
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